


　　
 

　今年４月から新たに〝ネギドレッシング〟
の製造がスタートした。納品先であるレスト
ランから、ネギ屋さんなのだからドレッシン
グを作ってみては…とアドバイスされたのが
発端だが、旧来からの需要、うどん店等への
供給だけでは限界を感じていたこともあって
新規分野への進出を決断した。初年度の売り
上げは粗収全体の５％にも満たないだろう
が、「３年後はこれが主力」と意気込む。

　事務室にはＥｕｒｅｐＧａｐ（欧州農産物
安全基準）の認証書が掲げられている。認証
取得しようと思ったのは２００１年４月中国
産ネギに暫定セーフ・ガードが発動された
時。「国内市場だけに的を絞っていてもパイ
は限られ、業容の拡大発展は見込めない。世
界に伍していくためには、世界的な農産物の
栽培基準をクリアしなければ…」とフランス
にまで視察に出かけた。商談の際には必ず認
証書をカバンに入れていくが、「有力な武器
になるわけではない。しかし経営を企業化し
ていくために不可欠であり、従業員の意識改
革に向けてもたらされたものは大きい」。
　福岡県農業法人協会の会長になって２年目
を迎えた。「財務の勉強と経営理念の確立、
そして販売のきっかけづくりが当面の課題」
である。また独自に事業ができる組織にしよ
うと会員の拡大にも力を注いでいる。
　尊敬する経営者は京セラを創業した稲盛和
夫さん。「売り上げは小さいですが…」とし
ながらも誠和塾に押しかけ入門した。経営の
師匠が欲しかったからだ。しかし信義さんの
存在も大きく、「父がやってきたことを10と
すれば、自分はまだ0.5しか出来ていない」
とし、乗り越える第一歩をネギドレッシング
の製造販売に記そうとしている。

法人協会ニュース
◆第36回欧州農業事情視察団募集

　全国農業会議所主催による欧州農業事情視
察が行われます。訪問国はスペインとフラン
スです。両国の農業・農村をめぐる情勢、国
民の意識や文化に触れることは、わが国の農
業・農村のあり方を考える上で大いに参考に
なるものと考えます。ご興味がございました
ら是非ご参加下さい。
○期間：11月9日（日）～11月15日（土）
○視察内容：
　①スペイン・果樹、野菜農家を視察等
　②フランス・現地の農地保有合理化協会　
　　SAFER（ｻﾌｪーﾙ）を訪問等
○参加費：41万円（１人当たり・２人１室利用。空港
　　　　　　　施設使用料、空港税、燃油税５万６千円程
　　　　　　　度、渡航手続き費は別途）

○募集人員＝30人(先着順に締切。最少催行人員15人)
○申込方法＝９月26日（金）までに下記へお
　問合せ下さい。
　全国農業会議所新聞業務部　欧州農業事情
　視察団係　TEL:03-5251-3910�

◆「アグリフードＥＸＰＯ」に御社パン
フを置きませんか？
　来る８月26日～27日に東京ビッグサイトで
開催される「アグリフードＥＸＰＯ」。
　主要な商社・流通・小売などの各業界から
熱い注目を集める同展示会に当協会も出展し
ます。ついては、会員企業を少しでもご紹介
できればと思い、各社のパンフレットを置く
スペースをご用意しました。是非ご活用下さ
い。
　○1社　50部まで
　○送付先
　 〒105-0001　東京都港区虎ノ門1-25-5 
   虎ノ門34MTビル5F
 （社）日本農業法人協会　政策課
  ○８/22(金)までにご送付ください。
  なお商品サンプルなどのご送付はご遠慮く  
  ださい。
　　

　　アグリビジネス経営塾　第363号

　　本紙に関するお問合せは下記までお願いします。
　　社団法人日本農業法人協会
　　　(HP:http://www.hojin.or.jp/)
　　TEL：03－5156－0365／FAX：03－5156－0366
　　MAIL：juku@hojin.or.jp

　　　（社）日本農業法人協会　2008
　　本紙掲載記事の無断転載を禁じます。
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